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鉱 工 業 サービス 百分比差ユ
回帰係数 差与トのに〉〈部対%門ボするイγ
部 門 部 門
Xl人口特性 2.5083 2.4916 0.5 1.34 0.7 
X2組合化率20-60 48.3919 20.2414 28.2b 0.3i 10.4 
J白地域と都市規模 2.5006 2.4869 0.5 0.61 0.3 
X4 SMSA内の位置 2.5076 2.4948 0.5 5.18 2.6 
X5 事業所規模 52.8330 16.8296 103.4 0.03 3.1 
X6雇用成長 1. 2671 1.3210 -4.2 0.03 0.1 
X7 失業率 4.8430 3.3969 35.1 -0.06 -2.1 
Xs年間労働時間 19.7745 20.5138 3.67 -0.33 1.2 










































































Zi Tl'i Xi ， TTI Ki ， TTI Li =V~ーでL十 v~ "'T~I + V/-~_!__ 十円Zi -， X λI  'K  Ki j 'L. Li J '1 
ここで1 Zi:総生産物， .rYi: 中間投入， K'資本投入， Li: 労働投入，Vj， V正， Vi:それぞ
れ中間，資本， 労働投入の総生産物にしめるシェア， Vj:総要素生産性，添字の iは i産業部門で
あることを表わす。また・はその変数の時間当たり変化量を意味する。
(1)式の右辺のそれぞれ中間，資本，労働投入は， それぞれがさらに異質性を持った投入要素の集
合であるから， それらが 1つの指数として集計され， Xi， !(i， L の{査が求められている。 17Uえtま
労働投入の場合，具体的に性，年齢，学歴，職種の 4つの次元によって労働の質が区分されている


















但し Vsoea，iは，性 (5)，年齢 (a)，職種 (0)，学歴 (e)の次元でグロス区分されたうちの， 第
soea番目の労働に対する賃金支払い額が i産業における全体の賃金支払い額に占めるシェアであ

























ディグィジア指数が整合性を持つ集計関数は， トランス=ログ関数 (TranscendentalLogarithmic Function)であ
る。特に，生産関数として定式化される場合にはトランス=ログ生産関数と呼び，投入財数量や生産物数量の対数値の 2























(2)' Ll.lnL，ow， ，=2:2:2:2: Vsoce， i Ll.LH"，n， i




Ll.!nL， =Ll.ln 2:2:2:2: H"，" ， 
(4) 1次指数 (s，0， e， aに共通)
Ll.!nL" ，=2: V s.' Ll.!η2:2:2: H.， '"α.' 
(5) 2次指数 (50，sa， se， oa， oe， ea) 
sluLso， i二2:2:V，o" Ll.ln 2:2: H"，".， 
(6) 3次指数 (soe，soa， sea， oea) 
LllnLs()('，事二2:2:2:V""， Ll.!n 2: H.soeο" 
S 0 e a 
更に， 4次指数というのも定義できるが，モれは(2)'と向ーのものである。この(2)'式及び(3}-(6)の指数を用いて，主
効果，交差効果という分析概念を定義する。
(7) 主効果 (5，0， e， aについて共通〉
qs，t.ニLl.!nL"，-Ll.lnL， 
(8) 1次の交差効果
Qso ， i= A. l nLso・ i- D.I~Li-qs. t-qo. i 
(9) 2次の交差効果
qsoe， t.=.d.lnLsoe， i-slnLi 
q".， t-qo， i-qe， i 
-qS()， i-qoe， f， -qse， i 
在日1) 3次の交差効果
qsoca， i=.dlnLsoeα，i-.dlnLt 
-qs， t-qo， i-q.:， t， -qa， i 
-qUJ i-qso，事一qsa，i-qoe， i-qα0， i

































































軽工業 加工組立 電気ガス 金融保険 サービス











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































である。最後に，職種の効果については，製造業 3 部門のみで観察可能である。 1960~67年， 1967 
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